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【背景】 DES (Drug-eluting stent; 薬剤溶出性ステント) が冠動脈硬化症の治療に広く用いられるようになった
が、DES 留置後慢性期に留置部近傍の冠動脈に過収縮が生じることで、冠動脈狭窄解除後にも胸痛が持続す
るという合併症が問題となっている。以前 Shimokawa らは、ブタを用いてこの冠動脈過収縮反応の機序に外
膜の炎症が重要であることを報告した。近年、冠動脈外膜のさらに外側に存在する PVAT (Perivascular adipose 
tissue; 血管周囲脂肪組織)が、種々の炎症誘発性のサイトカインを分泌する活動性の高い内分泌組織として認
識されてきている。また、18F-FDG PET は組織の炎症性変化の代替指標として有用性が高く、炎症の亢進した
脂肪組織の代謝活性の非侵襲的評価にも有用であることが報告されている。 
【目的】 本研究の目的は、ブタを用いて (1) DES 留置後冠動脈過収縮反応と冠動脈 PVAT の炎症性変化が関
連しているか否かを明らかにすること、(2) 18F-FDG PET が冠動脈 PVAT の炎症性変化を検出できるか否かを
明らかにすることである。 
【方法】10 頭のブタの LAD (Left anterior descending coronary artery; 左冠動脈前下降枝) もしくは LCX (Left 
circumflex coronary artery; 左冠動脈回旋枝) に DES を交互に留置し、1 か月後に冠動脈造影と冠血管機能評価
を施行した。その後に心臓 CT と 18F-FDG PET を施行した。続いて安楽死を行い、Ex vivo 18F-FDGPET/CT を
施行し、オートラジオグラフィーと組織学的検討、リアルタイム PCR を行った。 
【結果】冠動脈収縮反応は、対照冠動脈と比較して DES 留置端で有意に亢進していた。In vivo 18F-FDG PET/CT
では、冠動脈 PVAT 中の FDG 集積は対照冠動脈に比べて DES 留置端で有意に亢進していた。また、Ex vivo 
18F-FDG PET/CT とオートラジオグラフィーでは、冠動脈 PVAT 中の FDG 集積は対照冠動脈に比べて DES 留
置端で有意に亢進しており、さらにその FDG 集積と冠動脈収縮反応との間には有意な正の相関が認められた。
冠動脈 PVAT の組織学的評価とリアルタイム PCR では、対照冠動脈と比較して DES 留置端で、冠動脈 PVAT
中の炎症性変化は有意に亢進していた。 
【結論】本研究において、ブタ冠動脈 PVAT 中の炎症性変化が DES 誘発性冠動脈過収縮反応と関連し、18F-FDG 
PET が冠動脈 PVAT の炎症性変化の検出に有用である可能性を示した。 
	  
